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要 旨

人と自然の博物館は設立より10年が経過し, その間, セミナーの充実化やキャラバン事業の実施などの多

様な事業展開で一定の成果を上げてきたが, 一方で展示のリニューアルなどハード面での課題も浮き彫りに

なってきた. ここではこれまでの計画を整理し, 土地利用などのハードとの対応について検討を行った. 人

と自然の博物館は大きく①自然・地域交流円滑化センター,②ひとはく生涯学習センター,③スーパーレファ

レンス& 学術標本庫に大きく分かれ, ①にはネイチャー・アート・ギャラリーや研究室, 図書館などをスー

パーフラットに設置し, ②では生涯学習院に対応した施設を, ③では自然愛好家のための県民ラボの設置な

どを提案する.
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は じ め に

人と自然の博物館( 以下ひとはく) は設立より10年が

経過し, その間, セミナーの充実化やキャラバン事業の

実施などの多様な事業展開を行ってきた. 一つの大きな

輝ける未来を描くよりも, 小さな喜びをたくさん集める

ことで幸せを掴む成熟社会( ガボール.D, 1972) に,

ひとはくらしい小さくて細やかなサービスを, 生活者に

たくさん提供することができたといえるだろう. 特に

キャラバン事業の実施は研究者のスタイルを大きく変

え, 真理を追究するこれまでの研究と同時に, 地域の課

題に対応した応用研究に取り組む研究員も出てくるよう

になった.

しかし一方で展示や建築の老朽化というハードの課題

が浮かび上がってきており, お客様への安全性や快適性

に直結することから, これらの課題に対する解決策の検

討は必須である.これまでの計画であれば展示物や建築,

その他周辺の土地利用も含めて, カタチの部分を中心と

した検討が行われることが多かったが, このネクスト

ミュージアムではハードよりもソフトの検討が中心で,

特に「生涯学習の支援」というテーマを強く推進してい

くことで合意に至ったことから, それに沿ったハードの

有り様を検討していくことが求められる.

ここではこれまでの9 校の議論を踏まえながら, 特に

土地利用のあり方についての提案を整理した.

コンセプ トデザイン

以下に計画に関わるコンセプトワードを示す.

1. 生涯学習を支援する博物館

2. エコネットミュージアム

3. ネイチャー・アート・ギャラリー

4. 使われる収蔵庫と学術標本庫

生涯学習の支援は新展開(人と自然の博物館,2001) よ

り重点事業として取り上げられ, 各種セミナーなど人材

育成に取り組んできた. 学校という制度を超えて人々の

日常的な学習意欲をサポートすることを目指す. エコ

ネットミュージアムは同様に新展開の中で目標として掲

げられており, キャラバン事業をベースに地域のエコ

ミュージアムの形成をサポートするとともに, それらの
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■ゾーンA( 自然・地域交流円1骨イヒセンター)

■ゾーンB( ひとはく生涯学習センター)

■ゾーンC( スーパーレファレンス& 学術標本庫)

■ゾーンD( フラワータウン駅周辺)
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「目次」として機能するひとはくを目指す. ネイチャー・

アート・ギャラリーでは美術館的な要素で人と自然を繋

ぐギャラリーを目指しており, 建築では視覚的な統一性

だけでなく, 研究員と来館者との関係においてもスー

パーフラット化を目指す. 使われる収蔵庫では, 現存す

る資料を一般に公開して良いものと悪いものとに分類

し, イベントやセミナーなどで積極的に資料を活用して

いくことを目指す. また, 学術的に価値が高く, 県民の

共有財産として大切に保管すべき資料は, プ 囗としてそ

の保管に尽力を注ぐ.

土地 利 用 計画

ゾ ーンA( 自然・地域交流円滑化センター)

ゾーンA は, アート性の高いギャラリー機能, キャラ

バンに対応した移動用大型車の保管機能, 講義・実験・

研究機能, 宿泊機能, 図書閲覧機能, 資料・情報のバン

ク機能, 深田公園を中心にした遊び学習機能といった7

つの機能を有した自然・地域交流円滑センターとして位

置づける.

具体的な空間としては, 最も大きなスペースをもつネ

イチャー・アート・ギャラリー( 石田弘明, 2004) で,

これはキャラバン事業によって収集された資料をもと

に, アート性の高い空間を有する. また, 研究員と来館

者との垣根をなくし, 常に交流が図れるようフロアに研

究員の研究ボックスを設置する. 研究員はそこで普段の

日常的な仕事を行いながら, 気が向けば来館者にギャラ

リーの資料を用いて解説を行う. このように展示物は一

般来館者にとっての展示であると同時に教材としても使

われる. 従ってこれまでのセミナー室は存在せず, 展示

フロア全体がセミナー室としてスーパーフラット化され

る. このようなギャラリーの製作やインタープリテー

ションには生涯学習院の学生やアーティストが参加す

る. そのための工房を地下に設置し, 展示更新の動力源

とする. また, キャラバンで持っていく展示物もここで

作成するため, 大型トレーラーが入ることが出来る車庫

も併設する. さらにミュージアムショップやレストラン

なども, 彼らにとってのチャレンジショップとして位置

づける.

博物館の夜間開館は現在も試行しており来館者数も多

い. 夜のセミナーの充実を図るため,観覧車を設置する.

夜の虫に関わるセミナーや星空観察に用いられる他, 日

常的にはカップルやファミリーの休憩施設として使用さ

れる. 泊まり込みのセミナーは「セミの羽化の観察会」

など夏休みに特に多い. 博物館の中に宿泊することは一

つの魅力であり, そういった楽しさを体験できる宿泊施

設を設置する.

その他, レファレンスルームを強化し図書館を設置す

るとともに, 本館と収蔵庫に囲われた深田公園では, 地

学系収蔵庫とレールで繋がれた, 調査済の鉱物が入った

トロッコが設置される. 子ども達はそこで宝物を探すか

のように, 鉱物を手にとって遊ぶ活動を誘発し, 遊びな

がら学習できる環境の場を設える.

写真1 職員が働いているところをそのまま

来館者にみせているチョコレートファクトリー

写真2 ガラス張りによる空間の連続性が感

じられる石川県立恐竜博物館

写真3 図書館・絵画展・学習室などを一つ

の景として捉える能登川町立博物館

写真4 ワークショップによるサイン計画で

出現した牛のパブリックアート

写真5 子供の誕生を記念して作られた封入

標本で出来る「THE GREAT WALL 」

写真6 フラワータウン駅に設置された折り

たたみ自転車を入れる自転車ボックス



ゾーンB( ひとはく生涯学習センター)

ゾーンB は生涯学習院の本館として位置づけ, 講義や

実験に関わる機能を屋内外で展開する. 設置場所は, 現

在円形広場となっている場所とし, 建築物は深田公園や

フラワータウン駅周辺からの景観を損なわぬよう, 地形

に埋め込む.

具体的な空間としては, 生涯学習に関わる講義を行う

講義室や実験室,AV ルームを設ける. また, 学生や住

民がワークショップを行うスペースを設け, 多様な交流

が発生するよう配慮する. さらに, 料理教室やデッサン

など, ひとはくの専門以外の領域と協働で講座を組むこ

とで, 新たなサービスを展開していくために 調理場や

アトリエ, スタジオなどを設置する.

一方, 屋外ではこれまでのシーンファームを充実させ

るとともに, 体験型の農場, ビオトープを設置および活

用する. また, 深田公園では巨大スクリーンを設置し,

夏休みにおける屋外映画やフェスティバルにおけるイ

メージスクリーンとして活用する.

ゾーンC( スーパーレファレンス& 学術標本庫)

ゾーンC は学術的価値が高く将来にわたって保存すべ

き資料を保管する機能と, レファレンス機能の2 つの機

能を有する施設として位置づける.

具体的な空間としては, 温度や湿度の影響を受けやす

い貴重な資料を保管するため, 地下に学術標本庫を設置

し, その中には資格を持った人間しか入ることが許され

ない. しかしながら, 一般市民にとっては非常に興味の

ある空間であるので, 無人ロボットで施設内を探検する

システムをつくる. スーパーレファレンスでは, 特に自

然愛好家が中心となって利用する. そのため高度な機材

を活用したり研究員の助手として活動したりすることが

考えられる. そういった自然愛好家が集え研究できる県

民ラボを設置する.

ゾーンD( フラワータウン駅周辺)

ゾーンD はひとはくへのエントランス機能( フラワー

タウンの顔) として位置づけ,7 つのパーク(seventh

park) をフラワータウン駅からひとはくのエントランス

付近にかけて, 一体的に整備する.

具体的には,ひとはくのエントランスは「シーンファー

ム・パーク」とし, カザグルマなどを基調としたが一デ

ンパークを展開する. また, 駅を降りた時点からストー

リーを持たせるサイン計画(「パブリック・アート・サイ

ン」)を行う. 具体的には,ワークショップによって人々

を誘導するサインを制作する. ただのサインではつまら

ないので立体の動物をつくり, サインをたどると博物館

にたどり着くことができるようにする. また, 駅前や橋

の下の様々な隙間に放置自転車が多々見受けられるが,

この状態はフ ラワータウ ンの顔として ふさわしくな いと

思われる.. 一 方, 三 田市 には折りた たみ自転車 の製造を

生業にして いる生活者が 存在するが, そ の自転車 を入れ

るうすいロ ッカー 「自転 車ボッ クス」 を駅に設 置するこ

とで, 現 在 の放置自転 車は解消さ れるのではない か.

「The Great Wall 」は 地域 との結びつき を復活させる,

「誕生」 の壁 である. 生活 者は子 どもが誕生し たとき,

ひ とはくセミ ナーで封 入標本をつく り, 中 に誕 生を記念

するものを 入れる. 生 まれたとき の写真, 子 どもの名 前,

へ その緒を 入れてもいい だろう. そ れらをひ とは くのス

タッフが敷 地に積んでい き, 壁 を形 成していく. こ の壁

の出現 によっ て, 誕 生ということを 地域で祝う習 慣が生

まれるか も知れない.

そ の他, ひ とはく の屋上は緑化さ れ, フ ットサ ルやビ

アガ ーデンな ど多様な活 動を受け止 められるボイド な空

間 「屋上ガ ーデ ン」や, 異 業種間交 流によって 連携が芽

生えはじ めているFLORA88 や ダ イエ ーととも に, フ ラ

ワータウン の生活文化を コンセプト に据えた 「ダイ エー

博物館」を 形成する.

以 上のス ポットとして のパーク とともに, そ れらを繋

げ るひとはく 前の道を「ひ とはくロード」と名称づける.

特 に地面 に化石 を埋め込 んだり, 橋脚 を水槽 にし たりす

るな どして, 地 区のイメ ージづくり を行う.

有 馬 富士公園

有馬富士公 園は生涯学習 の屋外フ ィールド の一 つとし

て 位置づけ, 講 義 や実験, 宿 泊 機能を有す るものとする.

具 体的には, 演 習林では里 山管理 の手 法を, 遊 び の王国

で はプ レイリ ーダーの養成 を, 古 民家 では建築技 法の伝

授 をといったよ うに, 有 馬 富士公園 内に存在する多 様な

環境 資源を活 かし た生涯学 習のフィ ール ドとして 位置づ

け る.

お わ り に

これらの 計画は一見詰 め込みすぎ のよ うなイメ ージを

もたれるか もし れない. こ れらは一気 に作り上げてし ま

う ものではなく, 生 活者 とともに長い時 間をかけて ゆっ

く りと作り上げて いくも ので あると考え ている. 学び か

ら実 践へ. こ の未来のひ とは くで志を共 にする仲 間がで

きる ことを楽し みにしたい.
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